
 

※ 受講料は、埼玉県医師会員：2,000円、非会員：10,000 円です。(当日現金で徴収いたします。) 

※ 母体保護法指定医師研修会修了証を発行します。 

※ 日本産婦人科医会 研修参加証が付与されます。 

※ ＪＳＯＧカードまたはＪＳＯＧアプリをご持参ください。後日の単位追加はできません。 

（ｅ医学会カードは使用できません。）  

※ 日本専門医機構 専門医共通講習 必修講習 A（医療安全・医療倫理）、 

必修講習 B(医療制度と法律) 各 1単位、学術集会参加 1単位が付与されます。 

令和８年度 

埼玉県医師会 母体保護法指定医師研修会 

 

§ 日 時  令和８年９月６日（日）１３時～ 

§ 場 所  埼玉県県民健康センター ２階 大ホール (現地開催のみ) 

           

※QR ｺｰﾄﾞ受付 1〔日本専門医機構 共通講習 必修講習 B：医療制度と法律 1単位〕 

※QR ｺｰﾄﾞ受付 2〔日本専門医機構 共通講習 必修講習 A：医療安全 1単位〕 

 

     司会 埼玉県医師会 母体保護法指定医師審査委員会 委員長   桐澤 重彦 

       

（13:00～13:05）                                            

挨 拶   

             埼玉県医師会 母体保護法指定医師審査委員会 委員長  桐澤 重彦 

 

 

（13:05～14:05） 

１．「母体保護法の趣旨と適正な運用に関して」 

埼玉県医師会 母体保護法指定医師審査委員会 副委員長 丸山 正統 

       

 

（14:05～15:05） 

２．「医療安全・救急処置に関して」 

埼玉県医師会 母体保護法指定医師審査委員会 委員    中川 博之 

 

（ 休 憩 ） 

※QR ｺｰﾄﾞ受付 3〔日本専門医機構 共通講習 必修講習 A：医療倫理 1単位〕 

※QR ｺｰﾄﾞ受付 4〔日本専門医機構 学術集会参加 1単位〕 

 

（15:15 ～16:15） 

３．「生命倫理に関して」 

            埼玉県医師会 母体保護法指定医師審査委員会 委員    大橋 博文 


